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さいたま市議会　令和２年9月定例会報告
さいたま市議会９月定例会が、９月２日～１０月１６
日までの４５日間の会期で開催されました。今定例
会では、関ひろみは、所属する文教委員会で、議案外
質問を行いました。

・プラザノースの利用状況について
柔軟な運用方法について
プラザノース内の多目的ルーム等を利用される方から、
使用する５分前に部屋の鍵を受け取りにいかなければ
ならない。もっと早くならないかとの声を聞きました。市に説明を求めたところ、使用後の清
掃があるためとのことでした。改善を求めた結果、プラス５分前倒し、鍵の引き渡しが１０分前
にできることになりました。

令和元年度決算を認定！

９月定例会の最終日（１０月１６日）の本会議にて、公明党さいたま市
議団を代表して、決算議案に対する賛成討論を行いました。

一般会計決算の特徴として、さいたま市誕生以来、最大規模の歳出
決算額（5,455億5100万円）となり、実質収支額は、17億4,900
万円で、連続して黒字を達成。また、歳入は、市税収入が前年度比
88億3,400万円、3.3％の増、歳出は、民生費、商工費が増加した
ことが特徴となっています。

さいたま市議会定例会にて、賛成討論を行いました

歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引残額 実質収支額

551,534 545,551 5,983 1,749

歳入総額 歳出総額
歳入歳出
差引残額 実質収支額

308,191 306,812 1,379 1,028

一般会計決算 特別会計決算　（単位：百万円） （単位：百万円）

一般会計決算 （単位：百万円）

区分

事業収益

歳入総額
当年度損益

水道事業 病院事業 下水道事業

30,529
25,966
4,563

17,838
20,727
▲2,889

24,517
23,570
947

文教委員会での議案外質問で
                        要望が実現しました！



皆様のご意見・ご要望を関ひろみまでお気軽にお聞かせください。

048-829-1812☎ホームページ  http://h-seki.net voice@h-seki.net

KOMEI SAITAMACITY　KITA Ward

1.災害に強い都市づくり

「令和３年度予算編成並びに施策に対する要望書」を清水勇人市長に提出！
コロナ禍という新たな局面を最優先課題としな
がら、高齢者支援策や子育て・若者支援、防災・減
災などに重点を置くとともに、本市が「先進未来
都市」として飛躍するためのまちづくりや交通
網の整備など、幅広い施策を記載し、要望書とし
て71項目を提出しました。〔各項目一部抜粋〕

前回、『日進町の馬場公園』のご報告をしましたが
、このたび『東宮原ぼうさいひろば』にも自動販売
機併設型防犯カメラが設置されました。
不審者や犯罪などから、大切なこどもたちを守る
ため、これからも安心、安全を第一に取り組んで
まいります。

（１）特別養護老人ホーム等における避難確保計画の推進
（２）女性視点の防災対策の推進

（１）保育所の待機児童ゼロ対策の推進
（２）教育費の負担軽減を推進

（１）高齢者の交通事故防止対策の推進
（２）認知症対策の推進

（１）がん対策の推進
（２）免疫喪失した乳幼児への予防接種の助成
制度創設

（１）バリアフリー化の推進
（２）さいたま市の文化芸術を世界に発信

（１）いじめ・不登校対策の推進
（２）通学路における防犯カメラ設置
（３）ひとり親家庭における養育費不払いの解消

（１）聴覚障がい者の意思疎通支援メニューの
拡充
（２）車いす利用者の鉄道利用支援

（１）市内企業の育成と入札制度の改善
（２）コロナ禍における事業資金融資枠の拡充（１）生活様式におけるスマート行政の導入

（２）5Gネットワークを活用し、Society5.0に
向けた取り組みの推進
（３）ケアラー（家族等無償の介護者）の相談支
援体制の強化拡充
（４）コロナ禍に対応した図書館への改善

２.子育て支援の拡充

３.教育環境の整備と子どもへの支援 ４.シニアが安心して住み続けられる地域

５.障がい者の自立と生活を支援
６.市民の健康づくりをサポート

７.市民生活の利便性の向上
８.都市を支える産業の振興

９.住み続けたい魅力あふれる都市

自動販売機併設型
　　防犯カメラを公園に設置！！


